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■適用条件等（自然条件・現場条件等の活用上の留意点）

■公共事業における施工・活用方法
・防草シートを敷設する範囲を除草する。
・除草した草を集草し、整地する。
・防草シートを敷設する。重ね合わせを15㎝以上とり、風と光の入り込みを防ぐために粘着シートロールを
使用して貼り合わせる。
・Ｌ型アンカーピン（Φ8*70㎜*250㎜）を用いて固定する。アンカーピン同士の間隔は風の強さにより30～
100㎝（70㎝を目安）とし、地盤の固い所は200㎜を、柔らかいところは300～400㎜を使用する。
・Ｌ型アンカーピンの上からピン用粘着テープを貼る。

■技術概要・ポイント（写真・図面等を適宜貼付）

表面にPET素材、裏張りにPP（ポリプロピレン）を使用し、二層構造に
することで、高い貫入抵抗や強力な遮光性、耐薬製品性を有する防草
シート。また、柔軟性が良く施工しやすい。

①自然条件 雨天時、除雪時は、副資材のテープ粘着力が低下してしま
うため、施工は避ける。

②現場 草が生えている場合は、除草後に施工すること。また、柔
軟性が良く施工しやすい。

1.単独 2.共同研究(民民) 3.共同研究(官民) 4.共同研究(民学)

開発会社：株式会社SUMIDA 販売会社：株式会社SUMIDA 協会：

開発

体制等

シートに柔軟性があり、施工がしやすい。また、市販されているハサミ
やカッターナイフでも裁断できるので人力のみで確実に作業できる。
防草シートの耐候性試験より、縦643N、横564Nである（JIS Ｌ 1908
準拠）。
また、遮光率は100％であり、耐用年数は約10年である。耐火性試験報
告書より、シートに着火後のタバコを放置しても発火しない。

1.道路 2.河川 3.ダム 4.砂防 5.港湾 6.海岸
7.下水道 8.公園 9.その他 10.全般適用事業

部門

申請者名：株式会社SUMIDA技術名称 ：防草シート「はるん田゛」
様式A広島県建設分野の革新技術活用制度 《2022年7月13日時点》

■技術の成立性

区分３：活用促進技術 区分２：試行段階技術 区分１：開発・改良支援技術技術部門（主）：長寿命化部門

技術部門（副）(副次的効果)



項目 活用の効果
発現する効果

申請技術 従来技術

経済性
向上

（31%）
同程度

低下

（%）

申請技術は開発から製造まで一貫して行っている
ため製品単価は安価となる。
申請技術の副資材ピンはΦ8㎜を標準で使用して
いる。従来技術ではU字ピンΦ４㎜のため抜けやす
く㎡当たりの本数も増えてしまう。従来技術では4本
/㎡に対し、申請技術では2.5本/㎡に減らすことが
できるので作業人員は減少し、施工日数も短縮する。

従来技術は開発から製造まで一貫して行っていないた
め製品単価は高価となる。
従来技術ではU字ピンΦ４㎜のため抜けやすく㎡当た
りの本数も増えてしまう。従来技術では4本/㎡に対し、
申請技術では2.5本/㎡である。

工 程
短縮

（36%）
同程度

増加

（%）

申請技術の副資材ピンはΦ8㎜を標準で使用して
いる。従来技術ではU字ピンΦ４㎜のため抜けやす
く㎡当たりの本数も増えてしまう。従来技術では4本
/㎡に対し、申請技術では2.5本/㎡に減らすことが
できるので施工日数は短縮し、施工性も向上する。

従来技術ではU字ピンΦ４㎜のため抜けやすく㎡当た
りの本数も増えてしまう。従来技術では4本/㎡に対し、
申請技術では2.5本/㎡である。

品質・
出来形

向上 同程度 低下

従来技術と同程度。 申請技術と同程度。

安全性 向上 同程度 低下 従来技術と同程度。 申請技術と同程度

施工性 向上 同程度 低下

申請技術の副資材ピンはΦ8㎜を標準で使用して
いる。従来技術ではU字ピンΦ４㎜のため抜けやす
く㎡当たりの本数も増えてしまう。従来技術では4本
/㎡に対し、申請技術では2.5本/㎡に減らすことが
できるので施工が減少。

従来技術ではU字ピンΦ４㎜のため抜けやすく㎡当た
りの本数も増えてしまう。従来技術では4本/㎡に対し、
申請技術では2.5本/㎡である。

環 境 向上 同程度 低下
従来技術と同程度。 申請技術と同程度。

維持管理性 向上 同程度 低下
従来技術と同程度。 申請技術と同程度。

その他 向上 同程度 低下
該当なし 該当なし

■活用の効果（技術部門（主部門）のアピールポイント）

申請者名：株式会社SUMIDA技術名称 ：防草シート「はるん田゛」
様式A広島県建設分野の革新技術活用制度

※従来技術名（不織布タイプ防草シート）

《2022年7月13日時点》



■当該技術の課題と今後の改良予定

湿潤地の使用における苔の発生がみられるため、苔発生防止用コーティ
ング剤の配合を検討。

■国土交通省(NETIS)への登録状況

■建設技術審査証明の発行状況

申請地方
整備局名

登録年月日 登録番号
評価

(事前・事後)

中国地方整備局 2019年７月９日 CG-190007-A 評価なし

発注機関名 証明書発行年月日 証明書番号

■国及び都道府県等による技術的審査を受けている状況

なし

発注者 県内件数 県外件数

広島県 2件 ―

その他公共機関 2件 0件

民間等 194件 11件

■活用実績

■知的財産等

特許・実用新案 番 号

特許 １．あり ２．出願中 ３．出願予定 ４．なし

実用新案 １．あり ２．出願中 ３．出願予定 ４．なし

申請者名：株式会社SUMIDA技術名称 ：防草シート「はるん田゛」
様式A広島県建設分野の革新技術活用制度 《2022年7月13日時点》

発注者 年度 公共工事名（事業名）

広島県 H30 豊平地区草刈業務委託

北広島町 R1 松崎団地案件

北広島町 H30 庄原配水池防護柵修繕工事

広島県 R3 一般県道 下千鳥小奴可停車場線道路改良
工事


